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【中学中間・期末試験問題集(過去問)：数学 2年】 Home [http://www.fdtext.com/dat/ ] 

【】一次関数の決定 

[問題](3年 1学期中間) 

 次の式を求めなさい。 
(1) 点(l，－4)を通り，傾きが 2の直線の式。 

(2) 2点(－1，4)，(1，－2)を通る直線の式。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 62 −= xy  (2) 13 +−= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 直線の式は baxy += で表すことができる。この場合のaは直線の傾きを表す。 

傾きが2なので，この直線は bxy += 2 とおくことができる。 

点(l，－4)を通るので， 4,1 −== yx を bxy += 2 に代入して， b+=− 24 が成り

立つ。 

これを解くと 6−=b  ∴求める直線の式は 62 −= xy  

(2) この直線を baxy += とおく。 

点(－1，4)を通るので， 4,1 =−= yx を baxy += に代入して， ba +−=4 ･･･①

が成り立つ。また，点(1，－2)についても同様にして， ba +=− 2 ･･･② 

①，②の連立方程式を加減法で解く。①＋②より， b22 = ， 1=b  

②に 1=b を代入して， 12 +=− a ， 3−=a  

∴求める直線の式は， 13 +−= xy  

(別解) 2点(－1，4)，(1，－2)を通るので(傾き)＝ ( ) 3
2
6

11
42

−=
−

=
−−
−−

 

したがってこの直線の式は bxy +−= 3 とおくことができる。(－1，4)を通るので，

1−=x ， 4=y を代入して， ( ) 1,34,134 =+=+−×−= bbb  

よって，求める式は 13 +−= xy  

 

http://www.fdtext.com/dat/
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[問題](2学期中間) 
 次の条件を満たす一次関数，または，直線の式を求めなさい。 

(1) 点(1，6)を通り，傾き 4の直線。 

(2) (1，7)，(3，13)を通る直線。 

(3) グラフが 32 −−= xy に平行で， 6+= xy のグラフと y軸上で交わる。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 24 += xy  (2) 43 += xy  (3) 62 +−= xy  

[解説] 
一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 求める直線の式を baxy += とおく。 

傾きが 4なので， 4=a  よって bxy += 4 とおく。点(1，6)を通るので， 6,1 == yx

をこの式に代入して， 2,146 =+×= bb  

ゆえに求める直線の式は 24 += xy  

(2) 求める直線の式を baxy += とおく。 

(1，7)を通るので， 7,1 == yx を代入して， ba +×= 17 ， 7=+ ba ･･･① 

(3，13)を通るので， 13,3 == yx を代入して， 133,313 =++×= baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。 

②－①より， 3,62 == aa  

3=a を①に代入すると， 4,73 ==+ bb  

4,3 == ba なので求める直線の式は， 43 += xy  

(別解) (1，7)，(3，13)を通る直線の傾きは， 3
2
6

13
713

==
−
−

 

よって求める直線の式を bxy += 3 とおく。 

(1，7)を通るので 7,1 == yx を bxy += 3 に代入すると， 4,137 =+×= bb  

ゆえに求める直線の式は， 43 += xy  

(3) 2つの直線が平行であるとき，傾きが等しい。よって求める直線の傾きは 2−  

また，2つの直線が y軸上で交わるとき切片が等しい。よって，求める直線の切片は6  

以上より求める直線の式は 62 +−= xy  
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[問題](2学期中間) 
 次の条件をみたす一次関数を求めなさい。 

(1) グラフが点(2，7)を通り，傾きが 4の直線である。 
(2) x＝1のとき y＝2， x＝－3のとき y＝－10である。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 14 −= xy  (2) 13 −= xy  

[解説] 
一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 傾きが 4なので， bxy += 4 とおく。 

点(2，7)を通るので， 7,2 == yx を bxy += 4 に代入して， 

1,87,247 −=+=+×= bbb  

よって，求める直線の式は， 14 −= xy  

(2) 求める直線の式を baxy += とおく。 

2,1 == yx を baxy += に代入して， 2,12 =++×= baba ･･･① 

10,3 −=−= yx を baxy += に 代 入 し て ，

( ) 103,310 −=+−+−×=− baba ･･･② 
①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 

124

103)
2

=

−=+−−
=+

a

ba
ba

 3,124 == aa  

3=a を①に代入すると， 1,23 −==+ bb  

よって，求める直線の式は， 13 −= xy  

(別解) 
x ＝ 1 のとき y ＝ 2， x ＝－ 3 のとき y ＝－ 10 であるので， (傾き )＝

( )
( ) 3

4
12

31
102

==
−−
−−

 

求める直線の式を bxy += 3 とおく。 

2,1 == yx を bxy += 3 に代入すると， 1,32,132 −=+=+×= bbb  

よって，求める直線の式は 13 −= xy  
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[問題](2学期中間) 
 次の条件をみたす一次関数の直線の式を求めなさい｡ 

(1) 2=x のとき 4=y で，変化の割合が3の直線｡ 

(2) 点 ( )3,2 を通り，傾きが
2
1

− の直線｡ 

(3) 切片が 5− で，点 ( )1,6 を通る直線｡ 
(4) 2点 ( ) ( )1,1,3,1 −− を通る直線｡ 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 23 −= xy  (2) 4
2
1

+−= xy  (3) 5−= xy  (4) 12 +−= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 求める直線の式を baxy += とおく。 

直線では，(傾き)＝(変化の割合)なので，傾き 3=a  

よって bxy += 3 とおくことができる。 

この式に 4,2 == yx を代入して， 2,64,234 −=+=+×= bbb  

ゆえに，求める直線の式は， 23 −= xy  

(2) 求める直線の式を baxy += とおく。 

傾きが
2
1

−=a なので， bxy +−=
2
1
とおくことができる。 

点 ( )3,2 を通るので， 3,2 == yx を bxy +−=
2
1
に代入して， 

4,13,2
2
13 =+−=+×−= bbb  

ゆえに，求める直線の式は， 4
2
1

+−= xy  

(3) 求める直線の式を baxy += とおく。bは切片なので， 5−=b  

よって 5−= axy とおくことができる。 



 5

点 ( )1,6 を通るので， 1,6 == yx を 5−= axy に代入して， 

1,66,561,561 ==−=−×= aaaa  

よって，求める直線の式は， 5−= xy  

(4) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点 ( )3,1− を通るので， 3,1 =−= yx を代入して， 

( ) 3,13 =+−+−×= baba ･･･① 

点 ( )1,1 − を通るので， 1,1 −== yx を代入して， 

1,11 −=++×=− baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。 

bを消去するために①－② 

42

1)
3

=−

−=+−
=+−

a

ba
ba
 2,42 −==− aa  

2−=a を①に代入して， ( ) 1,32,32 ==+=+−− bbb  

よって，求める直線の式は 12 +−= xy  

 

 

[問題](2学期期末) 
 次の問いに答えよ。 

(1) 変化の割合が 3で， 0=x のとき 5−=y である 1次関数を求めよ。 

(2) 直線 53 += xy に平行で，点(1，5)を通る直線の式を求めよ。 

(3) 2点(2，3)，(5，9)を通る直線の式を求めよ。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 53 −= xy  (2) 23 += xy  (3) 12 −= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += でaは傾き(同時に変化の割合)，bは切片(直線が y軸と交わる点
の y座標)を表す。 

(1) 変化の割合が 3なので 3=a  よって bxy += 3 とおくことができる。 

この式に 5,0 −== yx を代入すると， 5,035 −=+×=− bb  



 6

よって，求める式は 53 −= xy  

(2) 2直線が平行であるとき，2直線の傾きは等しい。 53 += xy に平行なので 

傾き 3=a  よって bxy += 3 とおくことができる。 

点(1，5)を通るので， 5,1 == yx を bxy += 3 に代入すると， 2,135 =+×= bb  

よって，求める式は 23 += xy  

(3) 点(2，3)を通るので， 3,2 == yx を baxy += に代入して， ba += 23 ･･･① 

また，点(5，9)を通るので， 9,5 == yx を baxy += に代入して， 

ba +=9 5 ･･･② 

①，②の連立方程式を加減法で解く。②－①より， 2,36 == aa  

2=a を①に代入すると， 1,43 −=+= bb  よって，求める式は 12 −= xy  

 

 

[問題](2学期中間) 
 次の直線の式を求めなさい。 

(1) 傾きが 3で，点(0，2)を通る直線 

(2) 傾きが－2で，点(1，2)を通る直線 

(3) 直線 3
2
1

+= xy と平行で，点(－4，－3)を通る直線 

(4) 2点(1，  2)， (5， －6)を通る直線 

(5) 2点(7，  0)，(7，  －4)を通る直線 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 23 += xy  (2) 42 +−= xy  (3) 1
2
1

−= xy  (4) 42 +−= xy  

(5) 7=x  

[解説] 

一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 求める直線の式を baxy += とおく。 

傾きが 3なので 3=a で，直線の式は bxy += 3 と表すことができる。 
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点(0，2)を通るので 2,0 == yx を bxy += 3 に代入して， 

2,032 =+×= bb  

よって，求める直線の式は 23 += xy  

(別解) 

点(0，2)を通るので切片は 2，また傾きが 3なので，求める直線の式は， 23 += xy  

(2) 求める直線の式を baxy += とおく。 

傾きが－2なので 2−=a で，直線の式は bxy +−= 2 と表すことができる。 

点(1，2)を通るので， 2,1 == yx を bxy +−= 2 に代入して， 

4,22,122 =+−=+×−= bbb  

よって，求める直線の式は 42 +−= xy  

(3) 求める直線の式を baxy += とおく。 

2つの直線が平行であるとき，傾きが等しい。よって求める直線の傾きaは
2
1
で， 

直線の式は bxy +=
2
1
とおくことができる。 

点(－4，－3)を通るので 3,4 −=−= yx を bxy +=
2
1
に代入して， 

( ) 1,23,4
2
13 −=+−=−+−×=− bbb  

よって，求める直線の式は 1
2
1

−= xy  

(4) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(1，2)を通るので， 2,1 == yx を代入して， 2,12 =++×= baba ･･･① 

点(5，－6)を通るので， 6,5 −== yx を代入して， 65,56 −=++×=− baba ･･･

② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 

84

65)
2

=−

−=+−
=+

a

ba
ba

 ( ) 248 −=−÷=a  

2−=a を①に代入すると， 4,22 ==+− bb  

よって，求める直線の式は 42 +−= xy  
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(5) 2点(7， 0)，(7，－4)の x座標が等しいことからこの
直線は y軸に平行であることがわかる。y軸に平行な直

線は x＝～の形で表す。この直線上では xの値はつねに
7なので，式は 7=x となる。 

(注) 

y 軸に平行な直線は baxy += の形で表すことはでき

ない。 

したがって， baxy += とおいて 2点を代入して連立方程式で求めようとしても，次

のように途中でひっかかってしまう。 

baxy += とおいて，(7， 0)を代入すると， ba += 70 ･･･① 

(7，－4)を代入すると， ba +=− 74 ･･･② 

①－②で， 04 = となり矛盾が生じてしまう。この矛盾は，本来 baxy += の形で表

すことができないものを無理やり baxy += とおいたために生じたものである。 

2点の座標が与えられている問題で，2点の x座標が等しい場合は， x =～で答える。 

 

[問題](2学期期末) 
 次の条件をみたす 1次関数の直線の式を求めなさい。 

(1) 12 −= xy に平行で，点(5，3)を通る直線。 

(2) 2点(4，2)，(0，－2)を通る直線。 

(3) 2点(－3，4)，(1，2)を通る直線。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 72 −= xy  (2) 2−= xy  (3) 
2
5

2
1

+−= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1)  2 つの直線が平行であるとき，傾きが等しい。よって求める直線の傾きは 2 で，

直線の式は bxy += 2 ･･･①とおくことができる。 

点(5，3)を通るので 3,5 == yx を①に代入して， 7,103,523 −=+=+×= bbb  

よって，求める直線の式は 72 −= xy  
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(2) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(4，2)を通るので， 2,4 == yx を代入して， 24,42 =++×= baba ･･･① 

点(0，－2)を通るので， 2,0 −== yx を代入して， 2,02 −=+×=− bba ･･･② 

2−=b を①に代入すると， 1,44,224 ===− aaa  

よって，求める直線の式は 2−= xy  

(別解) 

点(0，－2)を通るので切片は 2−  よって 2−= axy とおく。 

点 (4 ， 2) を 通 る の で ， 2,4 == yx を 2−= axy に 代 入 し て ，

1,44,242 ==−×= aaa  

よって，求める直線の式は 2−= xy  

(3) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(－3，4)を通るので， 4,3 =−= yx を代入して， ( ) 43,34 =+−+−×= baba ･･･

① 

点(1，2)を通るので， 2,1 == yx を代入して， 2,12 =++×= baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 

24

2)
43

=−

=+−
=+−

a

ba
ba
 

2
1

4
2,24 −=−==− aa  

2
1

−=a を②に代入すると，
2
5,

2
12,2

2
1

=+==+− bbb  

よって，求める直線の式は
2
5

2
1

+−= xy  

 

 

[問題](2学期中間) 

 次の条件をみたす一次関数を求めよ。 
(1) 変化の割合が－2で， x＝0のとき y＝3である。 

(2) グラフの切片が 7で，傾きが－1の直線である。 

(3) グラフが直線 12 += xy に平行で，点(3，1)を通る直線である。 

(4) グラフが 2点(－3，2)，(2，－3)を通る直線である。 
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[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 32 +−= xy  (2) 7+−= xy  (3) 52 −= xy  (4) 1−−= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 一次関数では(傾き)＝(変化の割合)なので，この直線の傾きは－2になる。 

よって， bxy +−= 2 とおくことができる。この式に 3,0 == yx を代入すると， 

3,023 =+×−= bb  ゆえに求める直線の式は 32 +−= xy  

(別解) 

一次関数では(傾き)＝(変化の割合)なので，この直線の傾きは－2になる。 

0=x のとき 3=y であるので，切片は3  

ゆえに求める直線の式は 32 +−= xy  

(3) 2つの直線が平行であるとき，傾きが等しい。よって求める直線の傾きは 2で，直

線の式は bxy += 2 ･･･①とおくことができる。 

点(3，1)を通るので， 1,3 == yx を代入して， 

5,61,321 −=+=+×= bbb  

よって，求める直線の式は 52 −= xy  

(4) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(－3，2)を通るので， 2,3 =−= yx を代入して， ( ) 23,32 =+−+−×= baba ･･･

① 

点(2，－3)を通るので， 3,2 −== yx を代入して， 32,23 −=++×=− baba ･･･

② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 

55

32)
23

=−

−=+−
=+−

a

ba
ba
 1,55 −==− aa  

1−=a を②に代入すると， ( ) 1,32,312 −=−=+−−=+−× bbb  

よって，求める直線の式は 1−−= xy  
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[問題](2学期中間) 
 次の直線の式を求めよ。 

(1) 傾きが
3
4
で，点(3，7)を通る直線 

(2) 2点(－2，3)，(1，9)を通る直線 

(3) 直線 43 −−= xy に平行で，点(－3，－4)を通る直線 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 3
3
4

+= xy  (2) 72 += xy  (3) 133 −−= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 傾きが
3
4
なので， bxy +=

3
4
とおくことができる。 

点(3，7)を通るので 7,3 == yx を代入して， 3,47,3
3
47 =+=+×= bbb  

よって，求める直線の式は 3
3
4

+= xy  

(2) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(－2，3)を通るので， 3,2 =−= yx を代入して， 

( ) 32,23 =+−+−×= baba ･･･① 

点(1，9)を通るので， 9,1 == yx を代入して， 9,19 =++×= baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 

63

9)
32

−=−

=+−
=+−

a

ba
ba
 2,63 =−=− aa  

2=a を②に代入すると， 7,92 ==+ bb  

よって，求める直線の式は 72 += xy  

(3) 2 つの直線が平行であるとき，傾きが等しい。よって求める直線の傾きは－3 で，

直線の式は bxy +−= 3 ･･･①とおくことができる。 
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点(－3，－4)を通るので 4,3 −=−= yx を代入して， 

( ) 13,94,334 −=+=−+−×−=− bbb  

よって，求める直線の式は 133 −−= xy  

 

[問題](2学期中間) 
 次の(1)～(3)の直線の式を求めなさい。 

(1) 傾きが
5
2
で，点(5，1)を通る直線 

(2) 2点(3，4)，(6，1)を通る直線 

(3) 変化の割合が－3で，点(1，2)を通る直線 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

[解答](1) 1
5
2

−= xy  (2) 7+−= xy  (3) 53 +−= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 傾きが
5
2
なので，直線の式は bxy +=

5
2
とおくことができる。 

点(5，1)を通るので， 1,5 == yx を bxy +=
5
2
に代入して， 

1,21,5
5
21 −=+=+×= bbb  よって，求める直線の式は 1

5
2

−= xy  

(2) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(3，4)を通るので， 4,3 == yx を代入して， 43,34 =++×= baba ･･･① 

点(6，1)を通るので， 1,6 == yx を代入して， 16,61 =++×= baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 

33

16)
43

=−

=+−
=+

a

ba
ba
 1,33 −==− aa  

1−=a を①に代入して， ( ) 7,43,413 ==+−=+−× bbb  
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よって，求める直線の式は 7+−= xy  

(3) 一次関数では(傾き)＝(変化の割合)なので，傾きは－3 

よって求める直線の式は bxy +−= 3 とおくことができる。 

点(1，2)を通るので， 2,1 == yx を bxy +−= 3 に代入して， 

5,32,132 =+−=+×−= bbb  ゆえに，求める直線の式は 53 +−= xy  

 

 

[問題](2学期中間) 
 次の条件をみたす 1次関数または，直線の式を求めなさい。 

(1) 変化の割合が 3で， 1=x のとき 4=y である。 

(2) グラフが点(2，0)を通り，直線 52 += xy に平行である。 

(3) グラフが2点(2，－1)，(－4，5)を通る。 

(4) xの値が 3 増えると， yの値は 2 減り，グラフは直線 42 += xy と y軸上で交
わる。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 13 += xy  (2) 42 −= xy  (3) 1+−= xy  (4) 4
3
2

+−= xy  

[解説]一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を

表す。また，aは変化の割合も表している。 

(1) 変化の割合が 3なので 3=a  よって bxy += 3 とおくことができる。 

1=x のとき 4=y であるので，これらを bxy += 3 に代入すると， 

1,34,134 =−=+×= bbb  よって，求める式は 13 += xy  

(2) 2直線が平行であるとき baxy += の傾きaは等しい。直線 52 += xy に平行な

ので，傾きaは 2である。よって， bxy += 2 とおくことができる。 

グラフが点(2，0)を通るので， 2=x のとき 0=y  これらを bxy += 2 に代入する

と， 

4,220 −=+×= bb  よって，求める式は 42 −= xy  
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(3) baxy += が 2点(2，－1)，(－4，5)を通るので， 

1,2 −== yx を代入して， 12,21 −=++×=− baba ･･･① 

5,4 =−= yx を代入して， ( ) 54,45 =+−+−×= baba ･･･② 

①－②より， 1,66 −=−= aa  1−=a を①に代入すると， 

( ) 1,12,112 =−=+−−=+−× bbb  よって，求める式は 1+−= xy  

(4) xの値が3増えると， yの値は2減るので，傾きは
3
2

3
2

−=
−

=a  

このグラフは直線 42 += xy と y軸上で交わるので切片は 4=b  

よって，求める式は 4
3
2

+−= xy  

 

[問題](2学期中間) 
 グラフが次のようになる直線の式をそれぞれ求めよ。 

(1) 傾きが 4，切片が－2の直線 

(2) 傾きが－2で，(0，3)を通る直線 

(3) 切片が 4で(－4，－2)を通る直線 

(4) 2点(－5，0)，(0，3)を通る直線 

(5) 2点(4，13)，(－2，－11)を通る直線 

(6) 2点(3，－2)，(－3，－2)を通る直線 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  (6)  

[解答](1) 24 −= xy  (2) 32 +−= xy  (3) 4
2
3

+= xy  (4) 3
5
3

+= xy  

(5) 34 −= xy  (6) 2−=y  

[解説] 

一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(2) 傾きが－2なので，直線の式は bxy +−= 2 とおくことができる。 

(0，3)を通るので， 3,0 == yx を代入して， 3,023 =+×−= bb  

よって，求める直線の式は 32 +−= xy  
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(別解) 

(0，3)を通るので切片は 3，傾きが－2なので，求める直線の式は 32 +−= xy  

(3) 切片が 4なので直線の式は 4+= axy とおくことができる。 

(－4，－2)を通るので， 2,4 −=−= yx を 4+= axy に代入して， 

( )
2
3

,64,442 =−=−+−×=− aaa  よって求める直線の式は 4
2
3

+= xy  

(4) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(－5，0)を通るので， 0,5 =−= yx を代入して， 

( ) 05,50 =+−+−×= baba ･･･① 

点(0，3)を通るので， 3,0 == yx を代入して， 3,03 =+×= bba ･･･② 

②を①に代入すると，
5
3,35,035 ===+− aaa  よって，直線の式は 3

5
3

+= xy  

(別解) 

点(0，3)を通るので，切片は 3 よって求める直線の式は 3+= axy とおくことがで

きる。 

(－5，0)を通るので， 0,5 =−= yx を 3+= axy に代入して，
5
3,350 =+−= aa  

よって，求める直線の式は 3
5
3

+= xy  

(5) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(4，13)を通るので 13,4 == yx を代入して， 134,413 =++×= baba ･･･① 

点(－2,－11)を通るので， 11,2 −=−= yx を代入して， 

( ) 112,211 −=+−+−×=− baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 

246

112)
134

=

−=+−−
=+

a

ba
ba

 4,246 == aa  

4=a を②に代入すると， 3,118,1142 −=−=+−−=+×− bbb  

よって，求める直線の式は 34 −= xy  
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(6) 2点の y座標が等しいので，この直線は x軸に平行で，
直線上では yの値はつねに－2 

よって求める直線の式は 2−=y  

(注)2点の y座標が等しい場合，直線の式は y＝～ 

2点の x座標が等しい場合，直線の式は x＝～ 

 

 

[問題](2学期期末) 

次の条件を満たす直線の式を求めなさい。 
(1) 傾きが－4で，点(－2，8)を通る直線 

(2) 直線 42 +−= xy に平行で点(－3，5)を通る直線 

(3) 2点(5，2)，(3，6)を通る直線 

(4) 2点(4，－2)，(0，－2)を通る直線 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

(4) 

[解答](1) xy 4−=  (2) 12 −−= xy  (3) 122 +−= xy  (4) 2−=y  

[解説] 

一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 傾きが－4 なので， bxy +−= 4 とおくことができる。点(－2，8)を通るので，

bxy +−= 4 に 8,2 =−= yx を代入すると， ( ) 0,88,248 =+=+−×−= bbb  

よって， xy 4−=  

(2) 2 直線が平行であるとき baxy += の傾きaは等しい。したがって，求める直線
の傾きは 2−=a で bxy +−= 2 とおくことができる。点 (－3，5)を通るので，

bxy +−= 2 に 5,3 =−= yx を代入して， ( ) 1,65,325 −=+=+−×−= bbb  

よって， 12 −−= xy  

(3) baxy += が 2点(5，2)，(3，6)を通るので， 

2,5 == yx を代入して， 25,52 =++×= baba ･･･① 

6,3 == yx を代入して， 63,36 =++×= baba ･･･② 

①－②より 2,42 −=−= aa  これを①に代入すると， ( ) 210,225 =+−=+−× bb  
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12=b  よって 122 +−= xy  

(4) 2点(4，－2)，(0，－2)の y座標がともに－2なので，この直線は x軸に平行で， 

求める式は 2−=y  

 

 

[問題](2学期中間) 
 次の直線の式を求めなさい。 

(1) 73 +−= xy に平行で，点(5，0)を通る直線 

(2) x軸との交点が(2，0)， y軸との交点が(0，5)である直線 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 153 +−= xy  (2) 5
2
5

+−= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 2 つの直線が平行であるとき，傾きが等しい。よって求める直線の傾きは－3 で，

直線の式は bxy +−= 3 ･･･①とおくことができる。 

点(5，0)を通るので， 0,5 == yx を①に代入して， 15,530 =+×−= bb  

よって，求める直線の式は 153 +−= xy  

(2) 求める直線の式を baxy += とおく。 

点(2，0)を通るので， 0,2 == yx を代入して， 02,20 =++×= baba ･･･① 

点(0，5)を通るので， 5,0 == yx を代入して， 5,05 =+×= bba ･･･② 

②を①に代入すると，
2
5,52,052 −=−==+ aaa  

よって，求める直線の式は 5
2
5

+−= xy  

(別解) 
y軸との交点が(0，5)なので切片は 5 

したがって直線の式は 5+= axy とおくことができる。 

点(2，0)を通るので， 0,2 == yx を 5+= axy に代入して， 



 18

2
5,52,520 −=−=+×= aaa  

よって，求める直線の式は 5
2
5

+−= xy  

 

[問題](2学期期末) 
 次の条件をみたす 1次関数の式を求めなさい。 
(1) 変化の割合が－3で， x＝2のとき y＝4である。 

(2) 定数の部分が 6で， x＝－8のとき y＝－2である。 

(3) xと yの関係が下の表のようになっているとき。 

x  ･･･ －4  －2   0   2   4   6 ･･･ 
y  ･･･  15   11   7   3  －1  －5 ･･･ 

(4) xの増加量が 4のとき yの増加量は－3， 8=x のとき 5=y である。 

(5) x＝2のとき y＝－4， x＝－2のとき y＝8である。 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  (5)  

[解答](1) 103 +−= xy  (2) 6+= xy  (3) 72 +−= xy  (4) 11
4
3

+−= xy  

(5) 23 +−= xy  

[解説] 

一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 一次関数では(傾き)＝(変化の割合)なので，傾きは－3 

ゆえに，直線の式は bxy +−= 3 とおくことができる。 

4,2 == yx を bxy +−= 3 に代入すると， 10,64,234 =+−=+×−= bbb  

よって，求める直線の式は 103 +−= xy  

(2) 定数の部分が 6なので， 6+= axy とおくことができる。 

2,8 −=−= yx を 6+= axy に代入すると， 

( ) 1,88,682,682 =−=−+−=−+−×=− aaaa  

よって，求める直線の式は 6+= xy  
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(3) 表より， 0=x のとき 7=y なので切片は 7 

表より，xが 0から 2まで+2変化するとき，yは 7から 3と 3－7＝－4と変化する。 

ゆえに(傾き)＝(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 2

2
4

−=
−

 

よって，求める直線の式は 72 +−= xy  

(4) xの増加量が 4のとき yの増加量が－3なので， 

(傾き)＝(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝

4
3

4
3

−=
−

 

ゆえに，求める直線の式は bxy +−=
4
3
とおくことができる。 

この式に 8=x ， 5=y を代入すると， 11,65,8
4
35 =+−=+×−= bbb  

よって，求める直線の式は 11
4
3

+−= xy  

(5) 求める直線の式を baxy += とおく。 

4,2 −== yx を代入すると， 42,24 −=++×=− baba ･･･① 

8,2 =−= yx を代入すると， ( ) 82,28 =+−+−×= baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 

124

82)
42

−=

=+−−
−=+

a

ba
ba
 3,124 −=−= aa  

3−=a を①に代入すると， ( ) 2,46,432 =−=+−−=+−× bbb  

よって，求める直線の式は 23 +−= xy  
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[問題](2学期中間) 

 一次関数 baxy += が次のような値をとるとき，(1)～(4)のそれぞれについて aと

bの値を求めなさい。 
(1) 

x  ・・ 0    1    2    3    4・・ 
y  ・・ 1    3    5    7    9・・ 

(2) 

x  ・・ －3    0    3    6    9・・ 
y  ・・   8    5    2  －1  －4・・ 

(3) 

x  ・・ 3    4    5     6    7・・ 
y  ・・ 4    7    10   13   16・・ 

(4) 

x  ・・ －5・・・・・5 
y  ・・   0・・・・・6 

[解答欄] 

(1)  (2)  (3)  

(4)  

[解答](1) 1,2 == ba  (2) 5,1 =−= ba  (3) 5,3 −== ba  (4) 3,
5
3

== ba  

[解説] 

一次関数 baxy += で aは傾き，bは切片(直線が y軸と交わる点の y座標)を表す。 

(1) 0=x のときのとき 1=y なので切片 1=b  

xが 0から 1まで 1増加するとき， yは 1から 3まで 2増加するので， 

(傾き)＝(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 2

1
2
=  よって 2=a  

(2) 0=x のとき 5=y なので切片 5=b  

xが 0から 3まで 3増加するとき， yは 5から 2まで 2－5＝－3増加する(3減少す

る)ので，(傾き)＝(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 1

3
3

−=
−

 よって 1−=a  
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(3) xが 3から 4まで 1増加するとき， yは 4から 7まで 3増加するので， 

(傾き)＝(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝ 3

1
3
=  よって 3=a で，直線の式は， 

bxy += 3 とおくことができる。この式に 4,3 == yx を代入すると， 

5,94,334 −=+=+×= bbb  

(4) xが－5から 5まで 10増加するとき， yは 0から 6まで 6増加するので， 

(傾き)＝(変化の割合)＝
)(x
)(y

の増加量

の増加量
＝

5
3

10
6
=  よって

5
3

=a で，直線の式は， 

bxy +=
5
3
とおくことができる。この式に， 0,5 =−= yx を代入すると， 

( ) 3,30,5
5
30 =+−=+−×= bbb  

 

[問題](2学期中間) 
 yは xに比例する部分と定数との和の形で表され， x＝3のとき y＝－2，また， 

x＝－2 のとき y＝8 である。このとき x＝5 のときの yの値を求めたい。途中の過
程を示しながら yの値を求めよ。 

[解答欄] 
 
 

 

 

 

 

[解答] 

比例する部分を ax，定数部分をbとすると， baxy +=  

2,3 −== yx を代入すると， 23,32 −=++×=− baba ･･･① 

8,2 =−= yx を代入すると， ( ) 82,28 =+−+−×= baba ･･･② 

①，②を連立方程式として加減法で解く。bを消去するために①－② 
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105

82)
23

−=

=+−−
−=+

a

ba
ba

 2,105 −=−= aa  

2−=a を①に代入すると， ( ) 4,26,223 =−=+−−=+−× bbb  

よって，この一次関数の式は 42 +−= xy 。 

これに x＝5を代入すると， 6410452 −=+−=+×−=y ･･･答 

 

 

[問題](2学期中間) 

 2直線 54 −= xy と myx =+ 3 が y軸上で交わるとき，mの値を求めなさい。 
[解答欄] 

 

[解答]－15 

[解説] 

54 −= xy が y軸と交わる点では 0=x で，これを 54 −= xy に代入すると 5−=y  

したがって myx =+ 3 は点(0，－5)を通る。 myx =+ 3 に 5,0 −== yx を代入す

ると， m=−15  

 

 

[問題](2学期期末) 

 セ氏温度とカ氏温度の間には，セ氏の 0℃はカ氏の 32°F， セ氏の 100℃はカ氏の

212°F という関係があり，セ氏の x℃がカ氏の y°F であるとすると， yは xの一

次関数である。次の問いに答えなさい。 
(1) yx, の関係を式に表しなさい。 

(2) ある日の東京の最高気温は 25℃，最低気温は 15℃であった。これをそれぞれカ

氏温度で表しなさい。 

[解答欄] 

(1)  (2)  

[解答](1) 328.1 += xy  (2) 最高気温：77°F，最低気温：59°F 
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[解説] 

yは xの一次関数であるので， baxy += とおくことができる。 

セ氏 0℃はカ氏 32°Fなので， 32,0 == yx を代入して， 32,032 =+×= bba ･･･

① 

セ氏 100℃はカ氏 212°Fなので， 212,100 == yx を代入して， 

212100,100212 =++×= baba ･･･② 

①を②に代入すると， 8.1,180100,21232100 ===+ aaa  

よって， 328.1 += xy  

(2) 25=x を 328.1 += xy に代入すると， 7732258.1 =+×=y  

15=x を 328.1 += xy に代入すると， 5932158.1 =+×=y  
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